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2023年 5月 30日 

TIS株式会社 

 

TISの経費精算クラウドサービス「Spendia」 

チェック機能拡張による不正検知・ガバナンス強化を実現 

～お客様に応じた柔軟で細かいチェック要件の設定が可能～ 

 

TIS インテックグループの TIS 株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：岡本 安史、

以下：TIS）は、経費精算クラウドサービス「Spendia」のチェック機能を拡張し、不正検知・ガ

バナンス強化を実現したことを発表します。 

 

「Spendia」は経費精算システムを 20 年以上提供してきた知見をもとに TIS が日本の制度や商習

慣に合わせて開発した経費精算クラウドサービスで、SaaSながらさまざまなお客様の業務要件に

柔軟に対応することができます。 

今回の機能拡張では、不正の検知、ガバナンス強化を目的に、「Spendia」の申請内容に関する

チェック要件を以下のように柔軟に設定できるようになりました。 

 

① 特定項目チェック 

伝票内の特定の項目（複数項目可）に対し、固定項目や関数、文字列、数値などを組み合わ

せて数式を設定でき、柔軟な条件設定によるチェックが可能 

 

② 二重チェック 

過去申請した伝票と重複するものがあるかのチェックが可能 

 

③伝票間整合性チェック 

事前申請した内容と精算時の内容に乖離があるかのチェックが可能 

 

④費目明細チェック 

費目明細の入力内容に関するチェック要件を設定し、1明細ごとにチェックが可能 

 

入力ミス・確認ミスなど承認者の負荷軽減に課題を感じている経理部門担当者や経営層は、担

当者のチェック作業自動化による工数削減（請求書チェックの効率化、申請時チェック・差し戻

し作業の削減）などが期待できます。 

 

■背景 

コロナ禍における働き方の変化や電子帳簿保存法やインボイス制度等による法制度対応、国を

挙げての DX への取り組みの後押しを受けて、請求書支払業務効率化や経費精算業務におけるペ

ーパーレス化、ヒューマンレス化がより一層求められています。そういった状況の中、TIS では

これまで「Spendia」導入を通じて実現を目指してきましたが、経理部門担当者や経営層から新

たに下記のような要望を聞き、それを解決するために今回の機能拡張を行いました。 

 

【お客様要望】 

・自社特有の経費精算規定に応じて細かくリマインド／警告／禁止アラートを表示したい 
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・申請目的に応じた上限金額を超えて申請しようとした時に、エラーを提示したい 

・内容が重複する申請に、アラートを出したい 

・事前申請した内容と精算時の内容に乖離があることを通知したい 

・承認者や検印者はリマインド／警告アラートが表示されてもそのまま申請された伝票の場合、 

そのリマインド／警告アラートの内容もあわせて確認したい 

 

■拡張機能の概要 

今回の拡張機能は、「Spendia」標準搭載機能のため、オプション費用不要でご利用頂けます。

また「Spendia」の下記チェック機能を組み合わせて実現可能です。 

 

①特定項目チェック： 

伝票フォームごとに、伝票の入力項目に関して固定項目や関数、文字列、数値などを組み合わせ

て数式にしてチェック規則を設定します。数式を入れた計算式でのチェックが可能なため、より

お客様の細かい要件に沿った設定が可能です。 

 

＜システム管理者設定イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用者側で表示されるポップアップイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②二重チェック： 

過去申請した内容に重複するものがあるかをチェックします。チェック期間／伝票入力項目／費

目を組み合わせてチェック規則を作成します。その結果、重複した申請を事前に排除でき二重計



3 

上を防ぐことができます。 

 

＜システム管理者設定イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用者側で表示されるポップアップイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③伝票間整合性チェック： 

事前申請した内容と精算時の内容に乖離があるかをチェックします。精算額が、事前に申請した

金額より大幅に上回っている場合は、チェックするなど伝票入力項目／費目を組み合わせてチェ

ック規則を作成します。 

 

＜システム管理者設定イメージ＞ 
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＜利用者側で表示されるポップアップイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④費目明細チェック： 

費目単位或いは費目グループ単位で、予算金額を超過したかどうかのチェックや、事前申請した

費目（明細）別の金額を精算時の費目（明細）別金額が超過しているかどうかのチェック、また

明細データごとに比較項目を設定し重複するものがあるかどうか二重チェックします。 

 

＜システム管理者設定イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜利用者側で表示されるポップアップイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本サービスの詳細は、以下 URLをご参照ください。 

https://www.tis.jp/service_solution/spendia/ 
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■今後について 

今後「Spendia」は人工知能（AI）を用いて経費精算の不正を検知する機能など、さらなる不

正検知・ガバナンス強化につながるバージョンアップを予定しています。 

 

■Spendiaについて 

「Spendia」は経費精算システムを 20 年以上提供してきた知見をもとに、TIS が日本の制度や商

習慣に合わせて開発した経費精算クラウドサービスです。SaaSでありながら大手企業ならではの

要件にも対応できる豊富な機能と柔軟性を持ち、スマホアプリで経費精算を完了できる利便性が

特長です。「Spendia」は日本企業の業務効率化やデジタル化を支援し、企業の競争力強化に貢献

します。 

詳細は https://www.tis.jp/service_solution/spendia/をご参照ください。 

 

 

TIS株式会社について（https://www.tis.co.jp/） 

TIS インテックグループの TIS は、金融、産業、公共、流通サービス分野など多様な業種 3,000

社以上のビジネスパートナーとして、お客様のあらゆる経営課題に向き合い、「成長戦略を支え

るための IT」を提供しています。50 年以上にわたり培ってきた業界知識や IT 構築力で、日本・

ASEAN 地域の社会・お客様と共創する IT サービスを提供し、豊かな社会の実現を目指していま

す。 

 

TISインテックグループについて 

TIS インテックグループは、国内外グループ 2 万人を超える社員が『IT で、社会の願い叶えよ

う。』を合言葉に、「金融包摂」「都市集中・地方衰退」「低・脱炭素化」「健康問題」を中心とし

た様々な社会課題の解決に向けて IT サービスを提供しています。デジタル技術を駆使したムー

バーとして新たな価値を創造し、人々の幸せと持続可能な豊かな社会の実現に貢献します。 

 

 
※ 記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 

※ 記載されている情報は、発表日現在のものです。最新の情報とは異なる場合がありますのでご了承ください。 

 

 

【本件に関するお問合わせ先】 

◆報道関係からのお問い合わせ先 

TIS株式会社 企画本部 コーポレートコミュニケーション部 橋田/髙橋 

TEL：050-1702-4071 E-mail：tis_pr@ml.tis.co.jp 

 

◆本件に関するお問い合わせ先 

TIS株式会社 DXビジネスユニット 経営管理サービスユニット  

経営管理 DXサービス企画部 Spendia事業推進室 

E-mail：marke_mb@pj.tis.co.jp 

https://www.tis.jp/service_solution/spendia/
https://www.tis.jp/branding/spendia/
https://www.tis.jp/service_solution/spendia/
mailto:tis_pr@ml.tis.co.jp

